
①論文の書き方

―正しい形式で論理的な論文を書くためにー



②卒論必須要件

♦英語学では、次の２点が必須要です。

– 英語または英語を含む複数言語を対象。

– 語の文献を必ず一つは入れる（読んで理解し
ている）



③論文の構成(例）
・表紙
・目次
・第1章 序論
・第2章 先行研究
・第3章 データ
・第４章 分析
・第５章 結論
・参考文献 ・添付資料



④表紙

タイトル

－副題－

学生番号 名前



⑤目次

第1章 序論

1.1 はじめに

1.2 研究の動機

1.3 本論文の主たる主張

1.4 研究の手法

1.5 各章の構成

第2章 先行研究

2.1 先行研究の概観……



⑥目次

章 Chapter       2.   第2章 など

節 Clause        2.2 など

項 Article        2.1.3 など



⑦剽窃と引用

剽窃
ダメ！ゼッタイ！



⑧引用

♦引用の方法には2種類ある。

♦短い引用

♦長い引用



⑨引用（短いもの）

♦ 1文程度のものであれば、「今日の日米関
係は危機にある」（橘 2007: 19) と述べて
いる。

など、「」で括り、出典を文献名として加える。

その際、一字一句変えてはいけないことに留
意する。



⑩引用（長いもの:例）

本当に食器の色によって食欲に影響が出るのかということについては、

先行研究で実験されている。

カレーライスを和陶器の皿（織部釉のオリーブグリーン）に盛りつけ、他

方は洋陶器の皿（アイボリー地、できる限り細い金線で縁取りしたもの）

に盛りつけ、食べくらべのテストをした。その結果、同じカレーライスに

もかかわらず、濃い緑の和皿よりアイボリーの西洋皿のほうがずっとおいし

く感じたのである。

（野村 1994:99）

また、食器の色とは少し異なるが、入れ物の色がどれだけ影響を与えるか

について、野村（1994）では次のような実験もなされている。



⑪引用と剽窃
♦引用と剽窃

引用は一字一句変えない

引用は出典をページ数まで明
らかにする

引用は地の文と明確に別ける

引用は１段落を超えない



㉚参考文献
（日本語および同じ作者の場合）

瀬戸賢一 1986 『レトリックの宇宙』海鳴社

瀬戸賢一 1995 『空間のレトリック』海鳴社

（日本語で雑誌の場合）

鍋島弘治朗 1997 ｢動詞『かける』の多義に関する認知的考察－比喩が意味拡張に果たす役割－｣
『関西言語学会論文集』19号 関西言語学会

(日本語で論文集の場合）

篠原俊吾 2002 「『悲しさ』『さびしさ』はどこにあるのか－形容詞の事態把握とその中核をめ
ぐって－」西村義樹編『認知言語学I：事象構造』東京大学出版会.

（英語で本の場合）

Lakoff, G. 1987. Women, fire, and dangerous things. Chicago: The University of Chicago
Press.

（英語で雑誌の場合）

Sopory, P. 2005. "Metaphor and affect" Poetics Today 26(3):433-4

（英語で論文集の場合）

Grady, J. 1999. “A typology of motivation for conceptual metaphor: correlation vs.
resemblance.” In Gibbs, R. and Steen, G. eds., Metaphor in cognitive linguistics.
Philadelphia: John Benjamins.



㉛参考文献 日本語の著書

山田孝之 1986. 『レトリックと演技』海鳴社

著者名年. 『タイトル』出版社の順

引用の場合は、山田 (1986: 54) など。



㉜参考文献日本語で雑誌の場合

満島ひかり 1997 ｢動詞『かける』の多義
－比喩が多義に果たす役割－｣『関西言
語学会論文集』19号 25-35.

著者名年 「タイトル」『雑誌名』号 巻ペー

引用の場合は、満島 (1997: 27) など。



㉝参考文献日本語で論文集

満島真之介 2002 「『悲しさ』『さびし
さ』はどこにあるのか－形容詞の事態
把握とその中核をめぐって－」 西村義
樹 編『認知言語学I：事象構造』 東京
大学出版会.

引用の場合は、満島 (2002: 250) など。



㉞参考文献英語で本の場合

Lakoff, G. 1987. Women, fire, and dangerous
things. Chicago: The University of Chicago
Press.

氏, 名年. Title. 出版地: 出版社名.

引用の場合は、Lakoff (1987: 133) など。



㉟参考文献英語で雑誌

Sopory, P. 2005. "Metaphor and affect"
Poetics Today 26(3): 433-4.

氏, 名 年. 論文タイトル Magazine title. 号
（巻）: ページ.

引用の場合は、Sopory (2005: 433) など。



㊱参考文献英語で論文集

Grady, J. 1999. “A typology of motivation
for conceptual metaphor: correlation vs.
resemblance.” In Gibbs, R. and Steen, G.
eds. Metaphor and thoughts. Cambridge:
MA. Cambridge University Press.

氏 , 名 年 . 論文タイトル In 編著者名 ed.またはeds.
Anthology title. 出版地: 出版社名.

引用の場合は、Grady (1999: 245) など。



㊲参考文献複数の著者の場合

Lakoff, G. and Mark Johnson 1980 
Metaphors we live by. Cambridge; 
Cambridge University Press.

引 用 の 場 合 は 、 Lakoff and Johnson
(1980:36）など。



㊳参考文献 日本語の複数の著者
Lakoff, G. and Mark Johnson 1980
Metaphors we live by. Cambridge;
Cambridge University Press. (渡部昇一・
楠瀬淳三・下谷和幸（訳）（1986)『レ
トリックと人生』大修館書店

原語の書籍情報（日本語の訳書情報）

引用の場合は、Lakoff and Johnson (1980)
(渡部他訳 1986: 54) など。



㊴参考文献翻訳文献

♦Recanati, F. （2004） Literal mge: 
Cambridge University Press. （今井邦彦訳
（2006） 『ことばの意味とは何か－字義主
義から文脈主義へ－』新曜社）

♦引用の際は、（Recanati 2004, 今井訳
2006: 15）など。



㊵参考文献 アルファベット順

l.Clausner, T. C. and W. Croft. (1999) Domains and image 
schemas. Cognitive Linguistics 10(1). 1-31.
Goldberg, A. E. (1995). Constructions. Chicago: Chicago 
University Press.
Lakoff, G. and M. Johnson. （2003[1980]） Metaphors we 
live by. Chicago: University of Chicago Press.（レイコフ・G.
ジョンソン・M. 渡部昇一・楠瀬淳三・下谷和幸訳（1986）『
レトリックと人生』 大修館書店）
Langacker, R. （1987） Foundations of cognitive grammar I.
Stanford, Calif: Stanford University Press.
鍋島弘治朗 （2011） 『日本語のメタファー』 くろしお出版
西村義樹(1998) 「第２部行為者と使役構文」中右実・西村
義樹『構文と事象構造』研究社
西村義樹・野矢茂樹（2013） 『言語学の教室』中公新書
山梨正明 2000 『認知言語学原理』 くろしお出版



⑳データ と 先行研究

♦先行研究（理論、主張）とデータは

♦論文の両輪！



㉓論文の主張

♦× TOICについて

♦○ TOPICはcommentである。Yes, or No.

♦×日本経済について

♦○日本経済は上向いている

♦×共感覚について

♦○日本語は英語よりも共感覚表現が多い



㉔リサーチクエスチョンとの違い

♦リサーチクエスチョン（RQ)
– いくつも聞ける

– ｗｈクエスチョンも使える

♦研究仮説（Research Hypothesis: RH)
– ひとつの限定する

– Yes/Noクエスチョンにする



㉑先行研究とデータの関連

先行研究1 先行研究2 先行研究3... 自分の研究

理論

データ

理論

理論 理論

データ
データ データ



㉒論文の主張のタイプ

♦Aタイプ 先行研究(19xx) に反例を示し、異なる理論を打ち立てる

♦Bタイプ 先行研究(19xx)が大枠正しいことを認めながらも部分的修

正を提案

♦Cタイプ 先行研究(19xx)がいかに正しいかを新しいデータで主張



⑱論文の主張

♦面白い！が大事

♦思いつきを大事に



⑲面白みのある論文を狙うために

♦ paradox, puzzle の発見と回答

「甘い」と “sweet”, 「柔らかい」と “soft”



⑫文章を書いてみる

♦Crazy Writing (CW)
♦KJ法
♦MP法
♦そして…



⑬サンドイッチ型
（起承転結じゃないよ！）

♦ I-B-C（サンドイッチ）型

I: Introduction（序論／始めに／ｘｘｘの概観）

B: Body（本論）

C: Conclusion（結論／まとめ）

＊論文、章、節のレベルでIBC構成を取る



♦ なぜ、IBC型が好まれるか。

１．重要なことは繰り返す。

2. 最初（primacy effect) と最後（recency effect)が重要

重要なことは最初、本体、最後で計3回述べる！

→

頭に定着！

⑭サンドイッチ型 理由
（起承転結じゃないよ！）



⑮段落（paragraph)

♦パラグラフ

1文～6文程度からなる意味の塊



⑯段落とトピックセンテンス

♦トピックセンテンス

－パラグラフの第1文はトピックセン
テンス（主題文）といい、段落全体の
主張が一文でわかるような文章を持っ
てくる。



⑰ライティングラボ

♦ http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/
♦ライティングラボ 第1学舎1号館5階・6階

Tel：06-6368-1411
ライティングエリア 凜風館1階

♦授業期間中の月～金曜日
（休日を除く）11:30～17:00

http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/


㉕主張文
・安倍総理はやめるべきだ ・安倍総理は続投すべきだ

・消費税は上げるべきだ ・消費税は上げるべきではない

・優先座席はなくすべきだ ・優先座席はなくすべではない

・今年の阪神は優勝する ・今年の阪神は優勝しない

♦ ・宇宙人は存在する ・宇宙人は存在しない

・お金と時間、どっちが大事か ・朝食にするならご飯かパンか

・好きなものから食べるか嫌いなものから食べるか

・ペットを飼うなら犬か猫か ・旅行に行くなら沖縄か北海道か

・レジャーに行くなら山か海か ・これから住むなら田舎か都会か

・勉強と部活、どっちが大事か ・男性専用車両は作るべきか否か

・学校にスマホは持ってきていいか ・学校の制服は必要か否か

・運動会の組体操は廃止すべきか否か ・今後自家用車は必要か否か

・高校生のアルバイトは認めていいか



♦ 旅行に行くなら沖縄か北海道か
私は暖かいこと、食べ物がおいしいこと, 海がきれいなことという３つの理由から旅行にいく

なら沖縄だと思います。沖縄は世界にも稀な楽園で、亜熱帯で温かく、食べものもとても美味
しいです。それに海がなによりきれいで、旅行にいって楽しむなら沖縄だと思います。
まず、第1に沖縄は暖かいです。4月から11月くらいまで、１年の中の8か月くらい泳げます

。泳げない月でも、半そででもいける時があるくらい暖かいです。暖かいとリラックスできま
すし、風邪もひきにくいです。沖縄の人も暖かく、「なんくるないさー（なんでもないさ）」
とリラックスしています。
第2に、沖縄は食べ物が豊富です。有名なソーキそばをはじめ、ゴーヤチャンプルー、イカ墨

汁、奥武島の天ぷらなどがあります。お刺身も、イラブチャー（青色）、グルクン（赤色）、
そのほか、ミーバイ、海ブドウ、ウチワエビなど、エキゾチックで美味しいお刺身のてんこ盛
りです。また、おやつにはサーターアンダギー。出来立てが美味しいですよ。さらに、豆腐よ
うって知っていますか。豆腐が以下の塩辛みたいなものに入ってとても美味しいのです。
最後に、やはり沖縄といえば海です。私は、本島の南端の奥武島（おうじま）というところ

によく行きますが、サンゴが美しく、エンゼルフィッシュ、クマノミ（ニモ）、カゴカキダイ
（黄色と白の横縞）、ブダイ（イラブチャー、青くてコブのある魚）、水色と赤の縞が目の横
に入ってきれいなキューセン、まっ黄色なニセネッタイスズメダイ、そのほか、色とりどりの

チョウチョウウオがいます。海岸にはヤドカリがたくさんいて、こぶしくらいのおおきなもの
もいます。砂浜がきれいで、昔はウミガメが産卵にきたそうです。

以上、暖かいこと、食べ物が美味しいこと、そして海がきれいなことから、旅行にいくなら
北海道よりも沖縄であることを主張しました。世界有数の美しい海を持つ、沖縄。4月から11月
まで、長期間にわたって泳げる沖縄できれいなサンゴとお魚たちと戯れ、昼や夜には美味しい
沖縄料理を堪能すれば、リラックスして日ごろの疲れも吹っ飛ぶこと間違えなしですよ。

タイトル

序論

本論

結論

㉖主張文



まず、沖縄は暖かいです。4月から11月くらいまで、１年の中の8か月く
らい泳げます。泳げない月でも、半そででもいける時があるくらい暖かい
です。暖かいとリラックスできますし、風邪もひきにくいです。沖縄の人
も暖かく、「なんくるないさー（なんでもないさ）」とリラックスしてい
ます。
第2に、沖縄は食べ物が豊富です。有名なソーキそばをはじめ、ゴーヤ

チャンプルー、イカ墨汁、奥武島の天ぷらなどがあります。お刺身も、イ
ラブチャー（青色）、グルクン（赤色）、そのほか、ミーバイ、海ブドウ
、ウチワエビなど、エキゾチックで美味しいお刺身のてんこ盛りです。ま
た、おやつにはサーターアンダギー。出来立てが美味しいですよ。さらに
、豆腐ようって知っていますか。豆腐が以下の塩辛みたいなものに入って
とても美味しいのです。
最後に、やはり沖縄といえば海です。私は、本島の南端の奥武島（おう

じま）というところによく行きますが、サンゴが美しく、エンゼルフィッ
シュ、クマノミ（ニモ）、カゴカキダイ（黄色と白の横縞）、ブダイ（イ
ラブチャー、青くてコブのある魚）、水色と赤の縞が目の横に入ってきれ
いなキューセン、まっ黄色なニセネッタイスズメダイ、そのほか、色とり

どりのチョウチョウウオがいます。海岸にはヤドカリがたくさんいて、こ
ぶしくらいのおおきなものもいます。砂浜がきれいで、昔はウミガメが産
卵にきたそうです。

本論

㉗本論



私は暖かいこと、食べ物がおいしいこと, 海
がきれいなことという３つの理由から旅行にい
くなら沖縄だと思います。沖縄は世界にも稀な
楽園で、亜熱帯で温かく、食べものもとても美
味しいです。それに海がなによりきれいで、旅
行にいって楽しむなら沖縄だと思います。

㉘序論

序論にも本論の３つのポイントを縮約して入れる

当然、主張も入れる



以上、暖かいこと、食べ物が美味しいこと、そして海
がきれいなことから、旅行にいくなら北海道よりも沖
縄であることを主張しました。世界有数の美しい海を
持つ、沖縄。4月から11月まで、長期間にわたって泳げ
る沖縄できれいなサンゴとお魚たちと戯れ、昼や夜に
は美味しい沖縄料理を堪能すれば、リラックスして日
ごろの疲れも吹っ飛ぶこと間違えなしですよ。

㉙結論
結論にも本論の３つのポイントを縮約して入れる

当然、主張も入れる



㊶第2章 先行研究（集め方）

♦図書検索

♦専門雑誌

♦Internet

♦Amazon

♦学会・研究会

♦その分野の専門家に聞く



㊷図書館
Web



㊸下
データベース
ポータル



㊹丸のところ
を海外資料
（欧米）
にする



㊺Web of
Science



㊻ProQuest



㊼第1章 序論

♦ 読み手の心をつかむ

♦ 何を対象としているか、わかりやすい例文

♦ 先行研究はどのように言っているのか

♦ 先行研究に対する、追認？修正？反対？

♦ 動機

♦ 研究手法

♦ 研究の意義 どうしてこの研究が重要なのか

♦ 対象についてどのように述べるか、はっきりとし
た結論



㊽第2章 先行研究（集め方）

♦先行研究は芋づる式！

近年の図書の参考文献を見て、
過去のものをＧＥＴ！



52 第2章 先行研究

♦ 先行研究の概観

♦ 先行研究を文献別にまとめる

♦ 先行研究全体のまとめ

＊学問は共同作業である。

自分の書いた論文が今までの研究とどのように
関連するのか、どの部分が新しいのかをはっきり
させ、付け加える部分を明らかにする。



㊿第3章 データ（集め方）

♦ 先行研究

♦ 辞書

♦ 作例

♦ Internet

♦ コーパス

♦ 新聞・小説・雑誌

♦ 百科事典などのCD資料からの検索

♦ 実験

♦ 調査



51 第3章 データ（処理方
法）
♦集める

♦並べる

♦分類する（ポストイット、ＥＸＣＥＬ）

♦サマリーする

♦関連性を見出す



53 分析 第４章 分析 (1)
♦今までの研究

♦新しいデータ

♦新しい提案

♦どうしてその提案が正しいのか

・理由１ 理由2 理由3・・・

♦考えられる反論とその反論



54 第４章 分析 (2)

♦データから理論へ （ボトムアップ）

♦理論から証拠へ （トップダウン）

セーターを脱ぐように裏返す



55 まとめ 第５章 結論

♦結論の再提示

♦行ったこと

－何章で何を述べたか

♦残された課題

♦今後の展望



56 第5章 序論 結論

♦ 読み手の心をつかむ

♦ 何を対象としているか、わかりやすい例文

♦ 先行研究はどのように言っているのか

♦ 先行研究に対する、追認？修正？反対？

♦ 動機

♦ 研究手法

♦ 研究の意義 どうしてこの研究が重要なのか

♦ 対象についてはっきりとした結論

♦ 残された課題

♦ 今後の展望（他人がやることを想定）



57 添付資料

♦調査データ、検索データなど、研究にあた
る基礎資料で、重要な部分に関しては、論
文の本文中に適宜いれるが、わかりやす
い順番などで念のため全体を入れておき
たいような場合



58 論文の部品

♦表紙 （タイトル―副題― 学籍番号 名
前）

♦目次（章.節.項と各ページ）

♦参考資料

♦添付資料



59 論文の部品

♦標題

♦文献名

♦例文

♦引用

♦図

♦表

♦注



60 標題

♦自分の論文タイトル

♦名前

♦章.節.項 （2章、3.1、3.5.2 など）

♦図や表のタイトル

を標題と呼ぶことにする。

標題はHG創英角ゴシックUBなどのフォント
を使って、本文とはっきり分ける



61 例文

♦例文には必ず(1)など、( ) を使用する。

♦同類のものが複数ある場合には

(5) a. This letter is big.
b. This letter is very big.

など、a. b. を使用する。



62 表

自己 観察主体 視点 世界 五感 哲学の系譜

Sモード
自己中心的
「絶対者」

あり あり
いま・ここ

「知覚されないも
のは存在しない」

すべての感覚 現象学的

Oモード
自己客体化
「世界の中の

ちっぽけな一部」
なし なし 無限

視覚から視点を捨
象したもの同士の
位置関係のみ

存在論的

表2 SモードとOモードの特性比較



63 図

TR2

LM

TR1

図11.  遠近のOモードとSモードの対応関係



64 脚注
このように観察者が対象化されず背景化した認知形式（右
側）をSモードと呼ぶことにする。これは、Subjective （主観
的）、Situated（状況的）、Self-centered（自己中心的）[1]の

意味で使用しており、言語人類学における自己中心参照枠
（egocentric frame of reference：井上, 1998など）と等価の
概念と考えられる。

[1] 乳児の認知は自己中心参照枠に基づいており、その後、1歳前後までに環
境中心参照枠が獲得されるとする研究にAcredolo（1978）、Bower (1979)など
があるが、これに関しては反論もあり（例えば杉村, 2009）、今後、議論の余地
がある。



65 Webは必ず脚注に



66 その他のトピック

♦イタリック
－語を研究の対象として文章の中に出す場合はイタリックで

♦かぎかっこ －引用はかぎかっこで

♦全角半角 －数字は基本的に半角で



67 その他のトピック

♦ グロス（Gloss）
－他言語（英文の場合日本語も含む）の例を入れる場合には
Glossをつける（例）

(42) purojekuto-ga doro.numa-ni ochi.iru
project-NOM muddy.swamp-DAT fall. in
"The project is stagnating."

♦ 口調 －ｘしようと思う、ｘつもりだ、ｘしていく

♦ 定義 －以下、ｘｘｘｘｘｘをXXXと呼ぶ



68 まとめ： 論文の書き方

♦ 表紙

♦ 目次

♦ 第1章 序論

♦ 第2章 先行研究

♦ 第3章 データ

♦ 第４章 分析

♦ 第５章 結論

♦ 参考文献 ・添付資料
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